表１　回答者の属性・各種経験について
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図１　ふさわしいと思う表記について















表２　表記のイメージについて
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図２　表記が与える社会的影響について
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図３　障害者に対する意識について
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[bookmark: _GoBack]図４　表記が与える社会的影響について（表記別）












表３　障害者に対する意識について（表記別）
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表４　障害の捉え方について（表記別）
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表５　ふさわしいと思う表記について（接触経験別）
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image7.emf
質問項目 障害 障がい

社交的である 1.90 2.15 ＊

かわいそうだ 2.40 2.37

一方的に助けられる存在だ 2.07 2.05

優しい 2.15 2.51 ＊

話をしにくい 2.32 2.30

明るい 2.06 2.32 ＊

社会参加は難しい 2.41 2.37

障害者問題は自分には関係がない 1.98 1.88 ＊

関わることに抵抗感がある 2.43 2.34 ＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊ｐ＜0.05


image8.emf
質問項目 障害 障がい

個人モデル 1.87 1.84

社会モデル 2.48 2.79 ＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊p＜0.05


image9.emf
経験項目 障害 障がい

接触経験あり（n＝1089） 38.5％ 61.5％

接触経験なし（n＝376） 45.2％ 52.8％

学習経験あり（n＝578） 36.9％ 63.1％

学習経験なし（n＝887） 42.4％ 57.6％

＊p＜0.05

＊

＊


image1.emf
項　目 人　数 割　合 項　目 選択肢 人　数 割　合

性別 ある 826 41.3%

男性 1000 50.0% 少しある 640 32.0%

女性 1000 50.0% ない 534 26.7%

ある 279 14.0%

年　齢 少しある 483 24.2%

20-29歳 400 20.0% ほとんどない 638 31.9%

30-39歳 400 20.0% ない 600 30.0%

40-49歳 400 20.0%

50-59歳 400 20.0%

60-79歳 400 20.0%



障害者との接触経験



障害についての学習経験
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image3.emf
項　目 表記 平均値

障害・障害者 2.87

障がい・障がい者 2.63

障碍・障碍者 1.50

障害・障害者 1.90

障がい・障がい者 2.06

障碍・障碍者 2.58

障害・障害者 2.04

障がい・障がい者 1.91

障碍・障碍者 2.15

障害・障害者 1.76

障がい・障がい者 2.35

障碍・障碍者 1.51

柔らかい印象がある

見慣れている

違和感がある

否定的な印象がある


